
令和５年度から大学生等のインターンシップの取扱いが変わります

■ 令和４年６月、文部科学省・厚生労働省・経済産業省の合意による「インターンシップの

推進に当たっての基本的考え方」（３省合意）を改正し、大学生等のキャリア形成支援に係る

取組を類型化するとともに、一定の基準を満たしたインターンシップで企業が得た学生情報を、

広報活動や採用選考活動に使用できるよう見直しました。
(「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」（経団連と大学関係者で構成）が令和４年４月に公表した報告書を踏まえた
見直しです。題名も「インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え

方」に改めています。）。

■ この改正は、令和７年３月に卒業・修了する学生（学部生ならば令和５年度に学部３年生に

進学する学生）が、令和５年度に参加するインターンシップから適用されます。中小企業や

スタートアップ企業においても、職場での就業体験を組み込んだインターンシップの実施を

自社の魅力・良さ・仕事のやりがい等を学生に伝える機会と捉え、前向きにご検討ください。

改正のポイント

① インターンシップ等の学生のキャリア形成支援に係る取組を４つに類型化

「インターンシップ」とは称さない 「インターンシップ」と称して実施

就業体験を必須とせず、「個社・業界の情報提供等」
や「教育」が目的

タイプ１
オープン・
カンパニー

タイプ２
キャリア教育

タイプ４
高度専門型インターン
シップ（試行）

就業体験が必須 「自身の能力の見極め」や
「評価材料の取得」が目的

② 一定の基準を満たすインターンシップ（タイプ３）で取得した学生情報を、広報活動・採用選考

活動の開始時期以降に限り、それぞれ使用可能

【一定の基準とは】
・就業体験要件（実施期間の半分を超える日数を就業体験に充当）
・指導要件（職場の社員が学生を指導し、学生にフィードバックを行う）
・実施期間要件（汎用能力活用型は５日間以上。専門活用型は２週間以上）
・実施時期要件（卒業・修了前年度以降の長期休暇期間中）
・情報開示要件（学生情報を活用する旨等を募集要項等に明示）

３省合意文書

https://www.mhlw.g
o.jp/content/118000
00/000949684.pdf

https://www.sangaku
kyogikai.org/activities

産学協議会事務局
解説動画

https://youtu.be/
TqfHF0lgtdA

産学協議会
2021年度報告書

■ タイプ１～４は学生のキャリア形成支援に係る取組であって、採用活動では

ありません。

学生は採用選考活動開始時期以降、改めて採用選考のためのエントリーが必要

になります。

■ タイプや基準の詳細のほか、インターンシップ実施の際の体制整備、安全、

災害補償の確保、ハラスメント対応、労働関係法令の適用、受け入れ時の公正性

等の確保等の留意事項は、３省合意をご確認ください。

（活用例） 広報活動開始以降 ：企業説明会の案内送付等

採用選考活動開始以降：採用選考プロセスの一部免除等

３学年次３月～

広報活動

採用選考活動

インターンシップ

～３学年次２月末まで ４学年次６月～

（取得した学生の情報）

タイプ３

汎用的能力・専門活用型
インターンシップ
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